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■■工事概要工事概要

平成１７年７月２９日～平成２１年４月２８日
（１３７０日間）

工 事 名工 事 名 東京外環自動車道　国分地区北掘割部試験工事
　 （地下水位低下工法併用開削工法）　

工事場所工事場所 千葉県市川市国分６丁目

工事内容工事内容 高速道路本体構造物構築工
　Ｌ＝７０ｍ

工事期間工事期間



■■試験工事位置図試験工事位置図

市川北IC北千葉JCT

国分地区北掘割部試験工事（Ｌ＝７０ｍ） 国分地区南掘割部試験工事（Ｌ＝８０ｍ）工事中



■■実施工程表実施工程表
【工事期間】平成１７年７月２９日～平成２１年４月２８日（１３７０日間）

【地下水対策】
地下水位低下工法（揚水・注水）；平成１８年１０月～平成２０年１０月 （約２４ヶ月）
山留め壁の止水対策；平成１９年１０月～１１月 （約２ヶ月）
浅層部通水対策工；平成２０年１１月～平成２１年　３月 （約４ヶ月）
　　　　　　　　　　　　（隣接する国分地区南掘割部試験工事において継続して工事中）
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■■地下水位低下工法地下水位低下工法
【地下水位低下工法とは】
　被圧地下水による山留め壁内の掘削底面の盤ぶくれ防止対策のひとつで、揚水井戸
を用いて地下水を汲み上げることにより揚圧力を低減し、掘削底面が持ち上げられる現
象を防止させます。また山留め壁外には注水井戸を設置し、工事中の周辺の地下水位
変動を防止させます。

⇒　⇒ ⇒　⇒ ⇒　⇒

【概念図】
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（凡例）

；地下水を汲み上げる井戸

；周辺地盤へ注水する井戸

；掘削内部への止水目的の壁

；地下水が帯水している層
　（砂層）

；地下水が帯水していない層
　（粘性土層）
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■■地下水位低下工法地下水位低下工法
【地下水位低下工法の井戸（揚水・注水）仕様】
揚水井戸；井戸径φ６００mm（揚水量６０～７０L／min）、山留め壁内に１０本設置
注水井戸；井戸径φ６００mm（注水量　５～３５L／min）、山留め壁外に１４本設置
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（凡例）
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■■地下水位低下工法地下水位低下工法

【地下水位変動監視結果】

①全体的に季節変動による地下水位変動があったものの、安定した
　地下水位であった。

②掘削底面の盤ぶくれに対する安全性を確保しながら、施工が可能で
　あった。

④今後、本体工事の着手に向け、試験工事の成果を設計・施工に反映
　させていく。

③山側の山留め壁の一部より漏水があり、それに伴うものと思われる山
　留め壁周辺の地下水位低下が一時的に見られたが、止水対策を実施
　することにより、水位を回復させることができた。



■通水対策工■通水対策工

・浅層部は帯水層に井戸を設置して通水対策を行う。

　（今回工事で実施。なお、隣接する国分地区南掘割

　部試験工事において継続して工事中）

・深層部は山留め壁を破砕し、透水性のある材料に置換えて

　通水対策を行う。

　（次の工事で対応）

山留め壁

透水層

難透水層

（凡例）

浅層部通水対策 深層部通水対策

通水管

井戸井戸

通水管

深部帯水層

難透水層

難透水層

山留め壁破砕・置換
遮断壁

山留め壁破砕・置換
不透水性材料に置換

透水性材料に置換


